
　佐鳴湖では、地域の皆さんと行政が一体となり、流域全体での水質浄化対策を進めております。その
結果、水質の目標指標であるCOD値については着実に改善傾向を示しており、近年では当面の目標
（COD（年平均値）＜8mg/ℓ）を安定してクリアするレベルまで改善されてきました。
　今回の調査では、COD値や透明度といった水質項目と併せて、新しい湖の評価手法として佐鳴湖に生
息する生物や水のにおい、ごみの量など、水辺空間も含めた分かりやすい指標による体験型の水質調査
を行いました。
　この取組は、地域の皆さんと一緒に佐鳴湖を様々な視点から調査することで、佐鳴湖についてよりよ
く知っていただき、佐鳴湖の水環境をより良くすることを目的としています。

当日の様子

　調査当日は、３５名の地域の皆さんに参加いただきました。
　当日は少し肌寒い天候でしたが、参加された皆さんと一緒に楽しみながら調査を行うことができまし
た。特に透明度、透視度の数値が非常に高く、皆さん驚かれた様子でした。
　調査終了後には、入野漁協さんの御協力により佐鳴湖で捕れた天然ウナギ、ウシエビ、テナガエビの試
食体験も行われ、まさに佐鳴湖の魅力を“五感”で感じた１日となりました。

○ 透明度がなんと１ｍも！！平成19年秋から
　 本調査イベントが始まって以来の記録です！！

詳しく知りたい方はこちらにご連絡ください
↓↓↓
静岡県　浜松土木事務所　企画検査課
　〒430-0915　浜松市中区中央1丁目12番1号
ＴＥＬ：053-458-7266　　ＦＡＸ：053-458-7193
　ｅ－ｍａｉｌ：hamado-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

○ 調査終了後に佐鳴湖の天然うなぎを試食！
　 皆さん、ありがとうございました！！

１１月１６日（土）

　この取組は年4回（春夏秋冬）行っています。
　次回の調査（冬）は２月８日（土）を予定していま
す。
　四季の変化を一緒に調査しましょう！多くの参加をお
待ちしています！！


